（定例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　　小川　　）

	山（山域・ルート）
丹沢　塔ノ岳・鍋割山～源次郎沢より～



【日時】　２００５年１１月５日（土）～２００５年１１月６日（日）（1泊2日）
【メンバー】源次郎沢コース　田中、簑島、小川
　　　　　鍋割山　石黒、東川、D、箕島、平野、大内（計　９　名）
【行動記録】
11/5　大宮（7:00）→戸沢山荘（10:15）→入渓（10:45）→沢完（13:30）→大倉尾根
　　（14:10）→塔ノ岳（14:50～15:05）→鍋割山荘（16:05）
11/6　鍋割山荘（7:30）→後沢乗越（8:30）→林道（8:45）→二俣（9:20）
上り　大倉尾根まで3時間25分　山荘まで１時間55分、　下り　1時間50分
【装備・食料等】
（共同）　ザイル、ヌンチャク（数個）、シュラフ
（個人）　ハーネス、環付きカラビナ、エイト環、ヘルメット、スパッツ、
　　　　　渓流シューズ、シュリゲ、ヘッドライト、飲食料、行動食
【感想】　夜景が綺麗で鍋焼うどんが名物という山荘のある鍋割山に、源次郎沢から
登るコースで行きました。朝７時に大宮を出発し、沢組は戸沢山荘までメンバー３人
と東川さんで向かいました。山荘から折り返し車に乗って本隊に合流して頂いた東川
さんのご厚意や、鍋割山の登山口で待って頂いた方々に感謝します。
　戸沢山荘から少し歩き、入渓地点で身支度をすませて出発。沢の水は少々冷たく感
じられましたが、水量は多くなく天候にも恵まれ、沢を歩いているときや滝を登って
いるときは水の冷たさは殆ど気にならず快適でした。ザイルを出してもらった滝を登
るのに苦戦する場面もあり、岩登りの練習をしないといけないなと感じましたが、大
変楽しく遡行できました。沢は水が除々に少なくなり、最後の２つの滝は水が枯れて
いて、滝を登り終えると急登を経て尾根へ到着。沢から尾根へは踏み跡がハッキリと
して急登以外の困難（草木を掻き分けて歩く所）はありませんでした。
　尾根に到着後一息とり、塔ノ岳へ向かいました。途中で３頭のシカがいましたが、
人に馴れているのか逃げることなくゆっくりと草を食べていている様子にビックリ。
塔ノ岳山頂では沢山の登山者がそれぞれの時間を過ごしていました。
　塔ノ岳から鍋割山へは、山頂の賑わいとは反対に静かな尾根道を、所々で周りの山々
を眺めながら歩くことができました。鍋割山荘では、てんぷら、うなぎ、フルーツな
どボリューム満点の夕食とアルコールで歓談し、また夜景や星空の眺めは最高でした。
（名物の鍋焼きうどんが夕食のメニューではなく、残念でした）
　翌11/6は鍋割山荘を後にし、鶴巻温泉で湯につかって帰路につきました。
